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は
じ
め
に

　

平
成
29
年
度
の
当
初
予
算
に
は
、

「
第
２
次
御
前
崎
市
総
合
計
画
」、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
着
実
な
推
進
と
、
私
が
公

約
に
掲
げ
た
主
要
な
政
策
を
盛
り

込
み
ま
し
た
。

　
国
内
に
お
い
て
、
人
口
減
少
・
超

高
齢
化
の
克
服
と
地
域
活
性
化
に
向

け
た「
地
方
創
生
」へ
の
取
り
組
み
も

２
年
が
経
過
し
、
全
国
の
自
治
体
が

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
も
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
と
と
も
に
、
定
住
人
口

の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
全
国
の

自
治
体
が
し
の
ぎ
を
削
る
な
か
、

生
き
残
り
を
か
け「
選
ば
れ
る
ま

ち
」
と
な
る
よ
う
、
職
員
一
人
一
人

が
危
機
感
を
も
っ
て
、
御
前
崎
の

魅
力
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

市
民
に
は「
住
ん
で
よ
し
」、「
産

ん
で
よ
し
」、「
育
て
て
よ
し
」
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
も
、

市
民
や
地
域
、
企
業
、
市
議
会
、

行
政
が
一
丸
と
な
っ
た「
オ
ー
ル
御

前
崎
」
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

と
積
極
的
な
情
報
発
信
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
お
い
て
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
取
り
組
み
の
も
と
、

日
本
経
済
は
良
好
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
い

ま
だ
に
個
人
消
費
や
企
業
の
設
備

投
資
と
い
っ
た
民
需
に
力
強
さ
を

欠
い
た
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市

も
市
制
施
行
14
年
目
を
迎
え
、
平

成
29
年
度
は
第
２
次
総
合
計
画
の

２
年
目
と
な
り
、
着
実
か
つ
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
く
重
要

な
年
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
予
算
編
成
に
当

た
り
、
市
税
や
地
方
交
付
税
の
減

収
が
見
込
ま
れ
る
大
変
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
地
方
債
を
は
じ
め

特
定
目
的
基
金
、
財
政
調
整
基
金

の
有
効
活
用
な
ど
、
歳
入
を
確
保

し
た
う
え
で
、
予
算
編
成
方
針
に

掲
げ
た
７
つ
の
重
点
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅰ 

人
口
減
少
お
よ
び
少
子
化

対
策
と
子
育
て
支
援

　

地
方
創
生
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
晩
婚
化

お
よ
び
未
婚
化
の
解
消
、
当
市
へ

の
移
住
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業

へ
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
こ
ど
も
未
来
課
に
子
育
て

関
係
の
業
務
を
集
約
し
、
ひ
と
つ

の
窓
口
で
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子

育
て
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

が
で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
育
て
応
援
手
当
の
支

給
、
子
ど
も
医
療
費
の
完
全
無
料

化
な
ど
の
新
た
な
事
業
に
取
り
組

み
、
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
療
育
事
業
は
、
母
親
な
ど
の
育
児

不
安
の
軽
減
、
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
早
期
療
育
を
行
う
な
ど
、

支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
環
境
の
整
備
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
築
32
年
と
な
る
浜
岡
保

育
園
の
建
て
替
え
用
地
を
確
保
し
、

安
全
で
快
適
な
保
育
環
境
を
目
指

す
と
と
も
に
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め

に
民
営
化
に
向
け
た
準
備
を
進
め

ま
す
。

Ⅱ 

教
育
環
境
の
充
実
と�

未
来

を
創
る
人
づ
く
り

　

幼
保
こ
ど
も
園
の
教
育
で
は
、

集
団
の
中
で
の
自
発
的
な
遊
び
や

体
験
が
で
き
る
環
境
構
成
を
工
夫

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
実

情
に
あ
っ
た
子
育
て
支
援
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。

　

教
育
施
設
の
整
備
は
、
計
画
的

に
維
持
管
理
し
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
は
、
市
費
負
担
教
員

「
し
お
か
ぜ
先
生
」
を
１
人
増
員

し
、
小
中
学
校
の
学
力
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

社
会
教
育
は
、
公
民
館
が
各
地

域
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利

便
性
向
上
の
た
め
、
施
設
改
修
や

駐
車
場
の
拡
張
を
進
め
ま
す
。
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Ⅲ 
福
祉
・
医
療
・
介
護
の
充
実

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
は
、
平
成
28

年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
障
害
者
差

別
解
消
法
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
、

差
別
の
防
止
や
相
談
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
啓
発
活
動
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

健
康
増
進
事
業
は
、
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
と
地

域
に
出
向
く
健
康
教
育
で
、
生
活
習

慣
病
予
防
や
重
症
化
予
防
の
啓
発
普

及
に
努
め
ま
す
。

　
安
定
し
た
地
域
医
療
の
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
、
診
療
所
等
開
設
資
金

支
援
事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

開
業
し
て
い
る
診
療
所
に
は
、
医
療

機
器
整
備
支
援
事
業
を
新
設
し
、
地

域
医
療
の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅳ 

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
静
岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
な

ど
に
基
づ
き
、
津
波
避
難
施
設
の
整

備
や
災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
の
電

源
確
保
、防
災
備
蓄
品
な
ど
の
整
備
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
・
支
援
、
そ

し
て
原
子
力
災
害
に
実
効
性
が
高
い

広
域
避
難
計
画
の
策
定
な
ど
、
ハ
ー

ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
防
災
対
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
、
消
防
団
運
営
機

能
を
消
防
本
部
に
移
行
し
、
さ
ら
な

る
活
動
の
充
実・強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
消
防
本
部
は
、
署
所
の
適
正

配
置
に
お
い
て
、
御
前
崎
地
区
に
消

防
出
張
所
の
開
設
を
進
め
る
こ
と
か

ら
、
教
育
会
館
の
改
修
実
施
設
計
を

予
定
し
、
工
事
は
平
成
30
年
度
に
実

施
す
る
計
画
で
す
。

　
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
や
突
発

災
害
に
備
え
、
関
係
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

Ⅴ 

産
業
振
興
発
展
と
働
く
場

所
の
確
保

　
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
１
次
産

業
は
、レ
ベ
ル
の
高
い
食
材
が
生
産
、

水
揚
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
御

前
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
特
産
品
を
、
首
都

圏
を
は
じ
め
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

に
よ
り
、
販
路
・
消
費
拡
大
に
つ
な

げ
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
４
年
目
を
迎
え
る
道

の
駅「
風
の
マ
ル
シ
ェ
御
前
崎
」
は
、

市
内
外
か
ら
大
勢
の
お
客
さ
ま
に

訪
れ
て
い
た
だ
き
、
利
用
者
も
平

成
27
年
度
を
上
回
る
実
績
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
農
業
用
機
械
な
ど
の
購
入

補
助
事
業
を
、
機
械
導
入
か
ら
施
設

整
備
に
ま
で
枠
を
広
げ
、
設
備
投
資

を
支
援
し
ま
す
。
労
働
力
を
確
保
す

る
た
め
、
雇
用
希
望
と
就
労
希
望
者

を
つ
な
げ
る
農
業
版
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

も
進
め
ま
す
。

　
水
産
業
は
、
御
前
崎
港
の
冷
凍
・

加
工
施
設
や
燃
油
ポ
ン
プ
施
設
な
ど

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。
御
前
崎
生

か
つ
お
の
水
揚
げ
促
進
や
広
域
連
携

に
よ
る
地
域
水
産
物
な
ど
を
利
用
し

た
産
業
活
性
化
の
支
援
事
業
も
継
続

し
ま
す
。

　
新
規
企
業
の
誘
致
、
市
内
企
業
の

継
続
操
業
、
ま
た
は
成
長
支
援
の
た

め
に
、
建
物
の
建
設
費
や
機
械
設
備

の
購
入
費
に
対
す
る「
設
備
投
資
促

進
事
業
費
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。
従
来
の
企
業
優
遇
制
度
や
創
業

支
援
、
商
工
業
振
興
資
金
や
中
小
企

業
事
業
資
金
の
利
子
補
給
制
度
な
ど

も
継
続
す
る
と
と
も
に
、引
き
続
き
、

電
源
地
域
の
優
位
性
や
御
前
崎
港
を

利
用
し
た
企
業
誘
致
を
推
進
し
、
産

業
の
振
興
発
展
と
働
く
場
所
の
確
保

に
努
め
ま
す
。

Ⅵ 

地
域
の
活
性
化
と
交
流
人

口
の
拡
大

　

地
域
の
活
性
化
に
は
、
市
全
体

で
本
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
推
進
に
は
、
本
市
に
誇

り
と
愛
着
を
持
っ
た
、
市
民
や
企

業
、
関
係
団
体
、
行
政
な
ど
多
く

の
人
が
参
画
し
、
市
民
ら
自
身
が

魅
力
の
発
信
者
と
な
る
こ
と
で
、

当
市
へ
訪
れ
る
人
が
増
え
、
交
流

人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
り
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主
直
虎
」

に
関
連
し
た
直
虎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
、
豊
富
な
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
食

欲
解
放
区
、
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

の
推
進
、
御
前
崎
港
へ
の
客
船
誘

致
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ん

で
い
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
事
業
と

連
携
し
、
一
元
的
に
当
市
の
魅
力

を
発
信
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
静
岡
県
の
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推

進
区
域
の
指
定
を
受
け
た「
御
前
崎

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
に
ぎ
わ
い
創

出
推
進
区
域
」
の
整
備
を
進
め
る
た

め
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
御
前
崎
と
御
前

埼
灯
台
周
辺
整
備
の
設
計
業
務
を
実

施
し
ま
す
。

　
御
前
崎
港
へ
の
帆
船
や
客
船
の
誘

致
に
よ
る
港
湾
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
、
積
極
的
に
誘
致
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
設
置
し
た「
御
前

崎
市
観
光
推
進
協
議
会
」
を
中
心

に
、
市
の
観
光
基
本
計
画
を
推
進

し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
指
し

ま
す
。

Ⅶ 

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
長
寿
命
化

　
道
路
整
備
事
業
は
、
社
会
資
本
整

備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
た
整
備
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
第
２
次
御
前
崎

市
道
路
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
利
用

者
の
安
全
性
確
保
と
道
路
施
設
の
長

寿
命
化
を
図
る
た
め
、
道
路
、
橋
な

ど
の
維
持
修
繕
と
耐
震
化
を
推
進
し

ま
す
。
河
川
整
備
は
、
近
年
多
発
す

る
集
中
豪
雨
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
計
画
的
に
各
地
区
の
河
川
・
水

路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て

は
、「
御
前
崎
市
環
境
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
ご
み
の
減
量
化
や
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
ま
す
。
市
役
所
も
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
以

降
、
平
成
29
年
度
は
消
防
署
や
小
・

中
学
校
へ
も
適
用
範
囲
を
広
げ
る
な

ど
、温
暖
化
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
火
葬
場
整
備
は
、
建
設
候
補
地
を

選
定
し
、
地
域
住
民
の
合
意
を
得
る

よ
う
取
り
組
む
と
と
も
に
、
全
体
整

備
計
画
の
基
本
構
想
を
策
定
し
、
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
立
病
院
は
、
医
師
を
は
じ
め

医
療
従
事
者
の
慢
性
的
な
不
足
が

続
き
、
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

平
成
29
年
の
秋
に
は
、
御
前
崎
市

家
庭
医
療
セ
ン
タ
ー
が
白
羽
地
区

に
開
業
し
ま
す
。
当
初
は
医
師
１

人
体
制
で
診
療
を
開
始
し
ま
す
が
、

看み

取と

り
や
訪
問
診
療
・
看
護
・
リ

ハ
ビ
リ
な
ど
、
地
域
の
医
療
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
家
庭
医
の

確
保
や
研
修
を
積
極
的
に
受
け
入

れ
て
い
き
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と

な
る
平
成
37
年
度
に
向
け
、「
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
」
の
推
進
や「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
医
療
を

支
え
る
市
立
病
院
の
役
割
は
、
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

市
立
病
院
と
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
そ
し
て
新
し
く
で
き
る
家

庭
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

今
後
、
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
地

域
医
療
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。
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歳入
171億円

　平成29年度の市の予算がまとまりました。一般会計歳
入歳出予算額は、前年度より4.7％減の171億円。この財
源がまちづくりに生かされます。予算書の中から、概要と
本年度取り組む主な事業をお知らせします。

照会　財政課　
☎０５３７�１１１２

７つの政策を組み込み
　　　平成29年度スタート！

分・負担金
１億3,404万円
0.8％使用料・手数料

２億2,435万円
1.3％

繰入金
26億5,715万円
15.5％

譲与・交付金など
10億2,270万円
6.0％

地方交付税
5億5,000万円
3.2％

国庫支出金
27億5,865万円
16.1％

県支出金
８億2,772万円
4.8％

依存財源
56億3,227万円
32.9％

その他
９億5,903万円
5.6％

市税
74億9,316万円
43.8％

市債
４億7,320万円
2.8％

◎一般会計歳入 予算概要

（★は新規事業）
市民１人当たりの
　　　　　予算はどのくらい？

51万 4,642円
（平成 29年３月末日の人口 33,227人で計算）

市民 1人当たりの予算

　歳出のうち目的別歳出では、土木費
が事業費の増加などで前年度より２億
5,325万円増の26億4,385万円。ま
た消防費が消防庁舎の完成により12
億6,239万円減の10億229万円とな
りました。
　歳入のうち市税は固定資産税の減収
などを見込み、前年度より9,785万円
の減額となる74億9,316万円。繰入
金は４億4,906万円減額となる26億
5,715万円。市債は前年度より4,300
万円増額となる４億7,320万円となり
ました。税収減が見込まれますが、基
金からの繰入金や市債の借り入れによ
り必要な財源を確保しました。

自主財源
114億6,773万円
67.1％

★下岬地区津波避難施設斜路整備事業　4,500万円
　下岬地区へ津波時避難路として、高台への斜路を整備
★感震ブレーカー、防災用品、家具転倒防止器具補
助事業　1,550万円
　上記用品の購入を促進するため、設置費および購
入費を助成
★災害支援拠点施設整備事業　1,000万円
　旧消防庁舎を災害支援物資拠点として整備するた
めの設計費用
★消防出張所整備事業　900万円
　教育会館を消防出張所として整備するための実施
設計費用

災害に強いまちづくり
★企業立地ニーズ調査事業　500万円
★農業版ハローワーク事業　20万円
　農業版ハローワークの広報に要する費用
▶企業立地奨励事業、設備投資促進事業
　2,998万円
　事業所の設置や設備投資に要する費用の
　一部を助成
▶特産品ＰＲ事業　698万円
　市内特産品のＰＲを首都圏などの飲食店に
て実施

産業振興発展と働く場所の確保

※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

★子育て応援手当の支給　１億800万円
　未就学児のいる世帯へ子育て応援手当を支給
★子ども医療費完全無料化　840万円
　高校生相当年齢までの子どもの医療費を10月診療
分から完全無料化
★結婚新生活支援事業費補助事業　250万円
　新規に婚姻した世帯に対して、婚姻に伴う費用の一
部を助成
★浜岡保育園用地購入　２億1,000万円
　浜岡保育園の建設予定地の土地購入費用
▶定住促進住宅取得補助金・定住促進奨励　6,066万円
　市内に新たに住宅を取得した人へ補助金を交付

人口減少及び少子化対策と子育て支援
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★火葬場整備事業　900万円
　火葬場建設工事の基本設計費用
★防犯灯ＬＥＤ化更新事業　6,800万円
　町内会管理の防犯灯を一括ＬＥＤ化するための費用

インフラ整備と長寿命化

★新給食センター整備事業　300万円
　新給食センター建設のための基本設計費用
▶浜岡中学校整備事業　１億4,622万円
　中学校建て替えのための実施設計費用
▶小学校トイレ洋式化事業　7,230万円
　市内小学校のトイレの一部を和式から洋式に改修
▶児童生徒用タブレットＰＣ購入　4,320万円
　デジタル教科書を活用した授業などを実施するため
購入

教育環境の充実と未来を創る人づくり

◎一般会計目的別歳出

災害復旧費
２万円
0.0％

★産婦検診、新生児聴覚検査補助事業　402万円
　産婦の健診および、新生児聴覚検査に要する費用の
助成
▶家庭医療センター建設　４億7,016万円
　家庭医の診療・医師の研修ができる施設を建設
▶出産奨励金支給事業　1,000万円
　第二子以降を出産した人に出産奨励金を支給
▶各種予防接種事業　9,449万円
▶肺・胃・婦人科検診などの事業費　5,103万円
▶福祉タクシー券助成事業　1,750万円
　高齢者などで自動車運転免許のない人にタクシー券
を支給

福祉・医療・介護の充実

★プレミアム商品券発行事業　2,700万円
　商工会と連携し、プレミアム商品券を発行
★マリンパークにぎわい創出事業　200万円
　マリンパーク内にスポーツ施設を整備するための実
施設計費用
▶シティプロモーション事業　993万円
　市の魅力を市内外に伝えるための費用
▶灯台周辺整備事業　1,000万円
　御前埼灯台周辺の整備および改修のための詳細設計
費用

地域の活性化と交流人口の拡大

特別会計・企業会計
議会費
１億4,022万円
0.8％

総務費
19億2,640万円
11.3％

民生費
36億4,259万円
21.3％

衛生費
34億4,097万円
20.1％

商工費
３億2,705万円
1.9％ 農林水産業費

７億2,877万円
4.3％

土木費
26億4,385万円
15.5％

消防費
10億229万円
5.9％

教育費
28億140万円
16.4％

公債費
３億8,200万円
2.2％

諸支出金・予備費
5,658万円
0.3％

労働費
786万円
0.0％

特別会計 本年度予算額 前年度予算額
国民健康保険 45億200万円 44億円
後期高齢者
医療保険 ３億810万円 ２億9,770万円
介護保険 25億2,631万円 24億9,249万円
農業集落
排水事業 ３億2,240万円 ３億2,500万円
下水道事業 ７億7,000万円 ７億140万円
工業団地
建設事業 ６万円 ６万円
５財産区計 １億2,195万円 9,532万円
企業会計 本年度予算額 本年度予算額
病院事業 60億3,332万円 55億2,150万円
水道事業 12億6,232万円 15億6,367万円
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耐震診断は無料。設計や耐震補強工事には補助金が出ます。

専門家の
無料耐震診断

診断は電話１本で
申し込みできます

市が派遣する専門家
による耐震診断を無
料で受けられます。

※対象：昭和56年
５月以前に建てら
れた木造住宅

工事箇所や工事費を
検討し、補強計画を
作成します。

〈補助額〉
費用の３分の２以内
で上限179,000円 /戸
※高齢者のみ世帯など
上限269,000円 / 戸

補強設計費用の

３分の２
を補助

補強計画の作成
補強計画に基づき、
耐震補強工事を実施
します。

〈補助額〉
80万円まで

※高齢者のみ世帯など
　� 100万円まで

補強工事に
最大80万円

耐震補強工事

耐震補強工事では、所
得税や固定資産税の特
例を受けることができ
ます。
※詳細はお問い合わせ
ください。

▶所得税…掛川税務署
　☎０５３７�５１４１
▶固定資産税……税務課
　☎０５３７�１１１４

安心な住まい

〔� 〕 〔� 〕

実施期間　平成29年４月～平成30年３月末工事完了分まで
対　　象　昭和56年５月31日以前に建築（着工）された木造住宅
補 助 額　一般世帯：上限50万円 → 上限80万円、高齢者のみ世帯など：上限70万円 → 上限１００万円
そ の 他　工事期間中にＰＲ看板を設置するなどの条件があります。（詳細はお問い合わせください。）

耐震補強工事の補助金上限額の増額について

問い合わせ　都市政策課　☎０５３７�８７３２

「自分の命は自分で守る」今こそ耐震補強を！
� ～本年度は補助金上限額を増額します !! ～01

昭和56年５月31日以前
に建築（着工）された木造住
宅は、旧耐震基準で建てら
れているため、大規模地震
発生時に倒壊する危険性が
あります。
市では、地震による建物
の倒壊から一人でも多くの
生命と財産を守るため、木
造住宅の耐震化を図るプロ
ジェクト「TOUKAI-０」を
推進しています。

熊本地震により倒壊した木造住宅（熊本県益城町）：静岡県提供
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問い合わせ　総務課　☎０５３７�１１３２

平成29年度町内会役員が決まりました02

町内会役員名簿
町内会名 町内会長 副町内会長 総務委員 建設委員 保健委員 スポーツ委員 交通指導員

池
新
田

東 町 川原﨑　昭 浅 井 義 幸 村 田 明 彦 村 松 浩 次 岡 　 明 子 早 馬 嘉 則 田中裕久、伊藤直樹
本 町 ◎榑 林 政 晴 塚 本 精 司 長 尾 智 生 坂 本 隆 幸 山下小夜子 月 永 真 樹 狩野龍一、井上勝敏
早 苗 町 増 田 久 夫 山 本 雅 美 川 原 崎 肇 小 杉 　 宏 小野田則子 市 川 幸 治 小野田忠、本間重久
中 町 長尾美喜雄 堀 内 敏 明 清 水 十 一 落 合 　 孝 宮 本 綾 子 二 俣 豪 良 藤本孝行、河田　茂
大 山 阿 形 好 三 阿 形 直 久 大 石 吉 孝 吉 野 千 春 河原﨑晴美 相 原 志 祥 加納一義、長尾季之

高
松

門 屋 沖 　 武 雄 中 山 　 猛 中 山 清 夫 二 俣 壽 男 徳 本 満 代 永 田 純 一 高柳康弘、藤原章賀
塩 原 ○酒 井 清 司 杉 本 精 作 松 本 旨 玄 鈴 木 博 晶 新 沼 君 惠 秋 野 孝 徳 勝又直也、沖　勝晃
合 戸 石 川 芳 彦 石 川 仁 久 増 田 良 典 増 田 篤 美 恩 田 尚 代 荒 木 伸 也 松下弦生、森下雅彦

佐
倉

佐倉一区 ◇上 野 正 義 清 水 彰 則 清 水 延 高 三 浦 　 隆 榑林みち子 樗 木 信 一 鈴木照夫、西原文夫
佐倉二区 榑 林 　 健 稲 葉 義 之 渡 部 　 功 松 下 喜 一 渡 部 葉 子 加 藤 隆 児 河合繁康、園田嗣斗
佐倉三区 清 水 健 児 清 水 　 茂 清 水 芳 治 五 十 嵐 昇 湯 澤 明 子 今 村 友 治 判治裕尚
桜 ケ 池 水 野 　 寛 鈴 木 和 雅 水 野 徳 明 清 水 喜 良 山 本 一 子 山本美千男 水野逸郎

比
木

比 木 原 ◇岡 村 　 勇 伊 藤 貞 義 伊 藤 貞 義 岡 村 峰 男 髙畑あさ枝 植 田 友 巳 植田　豊
上 比 木 増 田 義 行 岡 村 信 廣 岡 村 信 廣 渡 邊 曻 五 植 田 文 子 植 田 智 敬 栗山幸男
下 比 木 橋 山 　 清 岡 村 　 靖 岡 村 　 靖 山 本 雅 也 橋山伊津美 松 本 睦 巨 榑林敏浩、齋藤仁史

朝
比
奈

朝比奈原 水 野 好 典 河原﨑俊一 河 原 﨑 勝 五十棲裕幸 河原﨑敦子 河原﨑　猛 渡辺　聡、河原﨑幸雄
上朝比奈 中 嶋 雅 身 伊 藤 文 勇 河原﨑正巳 中 嶋 　 叔 水 野 久 子 鳥 羽 哲 次 水野光男
下朝比奈 ◇赤 堀 厚 夫 鈴 木 忠 史 櫻 井 　 繁 増 田 　 久 杉浦一二美 鈴 木 正 晴 大森洋三

新
野

新 野 西 山 本 清 美 倉 野 豊 綱 渥 美 嘉 之 増 田 　 充 松 本 洋 子 殿 岡 基 弘 吉野　篤
新 野 東 ◇髙 橋 隆 二 伊 藤 　 昇 鈴 木 安 春 増 田 初 雄 佐 藤 隆 子 瀧 谷 　 真 大池勝彦
新 野 南 外 岡 　 裕 水 野 敏 孝 澤 入 義 穂 齋 藤 正 行 福 代 正 子 齊 藤 達 也 村松康幸、沖　泰光

御
前
崎

上 岬 区 松 林 敏 雄 松 井 芳 巳 松 林 孝 尚 川 口 純 男 松 林 民 子 藤 田 貴 志 松林修士
下 岬 区 下 村 菊 志 吉村清一郎 小 澤 慶 司 吉 村 善 五 下 村 文 子 下 村 勇 人 服部一吉

大 山 区 澤 入 勇 次 大 石 一 郎 松 林 勝 司 澤 入 敏 男 関川やよい 松 林 　 司 森田厚美、大濱長勇、
堀川信雄

西 側 区 ○植 田 　 一 坂 部 政 張 大 澤 達 夫 笹野井静夫 釜 下 育 代 川 口 良 幸 澤入道夫、川口與志雄
女 岩 区 小 田 洋 一 小 田 藤 男 川 口 義 信 川 口 信 春 小 田 和 子 澤 入 将 明 大澤俊郎、中野博行
広 沢 区 南 倉 博 且 大 澤 芳 雄 栗 林 敏 治 川 口 義 幸 澤 部 　 栄 川 口 　 司 横山弘行

白
羽

新 谷 区 池 田 博 行 髙 塚 　 伸 髙 塚 和 己 栗 林 孝 行 増田香代子 三 輪 久 通 栗林廣明、池谷正美、
松井敏秋

薄 原 区 大 石 明 夫 星 野 正 三 栗 林 正 之 永 井 昌 弘 小田賀津子 竹 村 　 忠 寺田晴美、寺田雅宣
中 原 区 増 田 　 清 増 田 　 昭 増 田 雅 巳 鈴 木 孝 幸 増 田 睦 代 池 田 早 人 髙塚雅義
白 羽 区 安 西 文 夫 松 井 　 均 國 京 延 行 加 藤 俊 秀 松 井 明 子 松 下 　 誠 松井幹夫、髙塚雄博
白 浜 区 ◇齋 藤 正 敏 伊 藤 長 司 齋 藤 克 吉 増 田 一 博 髙 倉 祐 子 日 下 　 俊 鈴木　昇
新神子区 松 井 和 年 廣 畑 敏 晴 松 井 義 美 山 下 満 夫 松林裕美子 丸 山 典 人 加藤孝夫

※町内会長の◎印は連合会長、○印は連合副会長、◇印は地区総代

●役員の主な仕事内容
町 内 会 長：自治会の代表者 保 健 委 員：地域の健康づくり事業の推進
副 町 内 会 長：町内会長のサポート ス ポ ー ツ 委 員：スポーツの推進と振興
総 務 委 員：環境美化の推進 交 通 指 導 員：交通安全の推進と指導
建 設 委 員：土木全般のとりまとめ
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津波避難にかかる時間を検証
津波避難訓練が３月12日、市内で実施されまし
た。２月に完成した池新田地区津波避難タワーでは、
市や消防の職員約25人が、徒歩やけが人を背負っ
た状態、担架に乗せた状態での避難を想定して避難
にかかる時間を計り、課題を検証しました。

大切な家族の冥福を祈る
市動物保護協会は３月16日、正福寺で飼い犬の
慰霊祭を執り行い、愛犬を亡くした飼い主ら約40
人が参列して冥福を祈りました。併せて、他の模範
となる飼い主として認定された12人が同協会から
表彰されました。

高い交通安全意識により受賞
市内で交通死亡事故が連続500日発生しなかった
ことを受けて３月17日、市は県交通安全対策協議
会から「交通安全優良市町」として表彰状を授与され
ました。栁澤市長は「各機関や市民と協力してさら
に日数を伸ばしたい」と話しました。

記念切手で左馬助公をＰＲ
井伊直虎の伯父である新野左馬助公をＰＲするた
め、オリジナルフレーム切手が作られ、引渡式が３
月17日、市役所で開かれました。切手を受け取っ
た栁澤市長は「この切手が使われ全国に届くことで、
多くの人に左馬助公を知ってほしい」と話しました。

手話言語条例で共生広げる
市手話言語条例の制定が市議会で認められた３月
23日、市身体障がい者福祉会、手話サークル太陽
の会の会員ら24人が栁澤市長を訪れました。同福
祉会ろうあ部長の天野泰世さんは「街中で手話で会
話できることに期待したい」と話しました。

鈴木行雄さんの長寿を祝う
３月15日に100歳の誕生日を迎えた鈴木行雄さ
ん（上朝比奈）を３月27日、栁澤市長が訪ね、祝い
状や花束を贈り長寿を祝いました。新聞を読むこと
が日課だという鈴木さんは「まだまだやりたいこと
がいっぱい」と笑顔で話しました。

OMAEZAKI 8



まちかど探訪
-Event�of�omaezaki-

御前崎中学校の３年生が考えた「御前崎のまちづく
り」のアイデアをまとめたパンフレットが市立図書館
アスパルで展示されました。公共施設をより多くの人
が訪れる場所にする、御前崎の魅力を活用した新たな
観光スポットをつくるなど、さまざまなまちづくりの
アイデアが並びました。

中学生がつくり出す御前崎

◀生徒らの発想力豊かなパンフレットが並ぶ

３/３

市観光協会が主催する浜岡砂丘さくらまつりが２月
18日から３月12日まで浜岡砂丘白砂公園で開催され、
市内外から約２万４０００人が訪れました。
会場では地域の人が出店を設けたり、大道芸が披露
されたりとにぎわいを見せる中、一面に咲き誇るカワ
ヅザクラが多くの来場者を魅了しました。

一足早い春の訪れを楽しむ

◀来場者を囲むように咲きこぼれる桜

３/４

通所リハビリテーションはまおかの利用者が訓練と
して挑戦した絵手紙や手芸の作品展が、市立図書館ア
スパルで開催されました。
鑑賞に訪れた人は「たまたま図書館に来たらいい作
品が見れて良かった」「リハビリの中でこれだけのもの
を作れるのはすごい」と作品を楽しんでいました。

リハビリで作り上げた力作

◀ちぎり絵やビーズ作品など多種多様な作品が展示される

左馬助公の版画製作者である光山房版画工房の熊谷
光夫さんを講師に迎えた歴史講演会「井伊直虎と新野
左馬助公」が新野公民館で開催され、約１００人が参加
しました。熊谷さんは、長年の研究による考察を交え
ながら、女城主としての直虎が誕生することになった
経緯や左馬助公の功績などについて語りました。

研究でつかんだ歴史を語る

◀左馬助公や直虎についての研究成果を話す

３/11

３/22
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No.16

照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９
　　　　　　「おんな城主 直虎」
応援プロジェクト
大河ドラマ

新野左馬助親矩
特別編

　天文13年（1544年）、井伊直満が今川義元に誅
ちゅう

殺
さつ

された際、直満の嫡子亀之丞（後の直親）にも
追手が迫る。そのとき、信州高森（現在の長野県
高森町）の松

しょうげんじ
源寺に逃がしたのは、今村藤

とうしちろう
七郎と

東光院の住職であった能
のうちゅう

仲和
おしょう

尚とされる。この
能仲和尚は、安政２年（1855年）に再興された新
野左馬助親良公の役人に出された東光院文書（写
真）によれば、「能仲和尚者

は
新野郷之産」とされ、

新野の出身であった。この縁により、左馬助親
矩公は、同郷の師である能仲和尚と昵

じっこん
懇であっ

たと想像される。
　永禄７年（1564年）９月、左馬助公は今川家に
反逆した飯尾豊

ぶぜんのかみ
前守を中野信

し な の か み
濃守と共に攻めた

が、両将とも天
て ん ま ば し

馬橋付近で討死した。左馬助公は、
死後のことを能仲和尚に託していたといい、遺
言によって葬儀は東光院で行われたという。

東光院・能仲和尚と左馬助公

▲東光院文書読み下し文

▲東光院文書（新野左馬助様御役人衆中）
　※静岡県立中央図書館歴史文化情報センター提供

御
元
祖
左
馬
介
親
矩
公
ハ

新
野
郷
之
地
頭
職
隠
居
之
後

井
伊
谷
ニ
被
居
住
永
禄
七
甲
子

秋
九
月
飯
尾
豊
前
守
則
重

反
逆
之
聞
有
之
今
川
家
ヨ
リ

加
勢
被
差
向
井
伊
保
之
人
数

相
催
中
野
信
濃
守
と
両
将
及

一
戦
無
利
し
て
両
将
共
於
天

馬
橋
傷
害
其
時
當
寺
三
世

能
仲
和
尚
者
新
野
郷
之
産

依
有
因
縁
任
遺
言
葬
當
寺

所
遺
之
鞍
鐙
轡
守
護
佛

ニ
者
摩
利
支
尊
天
妙
見
菩
薩

等
全
伝
来
之
処
可
為

御
家
名
之
御
規
模
在
今
般

御
相
伝
申
処
之
証
状
如
件

　
　
　
遠
州
引
佐
郡

　
　
　
井
伊
庄
渋
川
村

　
　
　
日
輪
山
東
光
院

安
政
二
乙
卯
年
　
文
裔

　
　
　
二
月

新
野
左
馬
助
様

　
御
役
人
衆
中

　
市
は
3
月
24
日
、
浜
岡
原
子

力
発
電
所
に
お
け
る
原
子
力
災

害
に
備
え
た「
御
前
崎
市
原
子
力

災
害
広
域
避
難
計
画
」
を
公
表
し

ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
地
域
防
災
計

画
の
原
子
力
災
害
対
策
編
に
基
づ

き
、
中
部
電
力
㈱
浜
岡
原
子
力
発

電
所
に
お
け
る
原
子
力
災
害
に
備

え
、
原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

に
か
か
る
市
民
の
避
難
、
一
時
移

転
お
よ
び
屋
内
退
避
の
判
断
基

準
、
避
難
先
、
避
難
経
路
、
避
難

手
段
な
ど
に
つ
い
て
定
め
た
も
の

で
す
。

　
こ
の
計
画
に
よ
り
、
原
子
力
災

害
が
単
独
で
発
生
し
た
場
合
は
浜

松
市
に
避
難
し
、
大
規
模
地
震
と

の
複
合
災
害
時
な
ど
で
浜
松
市
に

避
難
で
き
な
い
場
合
は
、
長
野
県

に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
な
避
難
場
所
や
避
難
経

路
、
渋
滞
対
策
、
降
雪
対
策
、
要

配
慮
者
の
避
難
方
法
な
ど
、
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
課
題
に
つ

い
て
、
国
、
県
、
関
係
市
町
村
と

協
議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
計
画
を
よ
り
実
効
性
の

あ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
原
子
力

防
災
訓
練
な
ど
に
よ
る
検
証
を
含

め
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、
こ
の

計
画
へ
の
反
映
や
関
連
す
る
計
画

や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し
て

い
く
予
定
で
す
。

「
御
前
崎
市
原
子
力
災
害

　
　
　
　
　
広
域
避
難
計
画
」を
公
表

避難先１ 避難先２

原子力災害が単独で発生し
た場合など

大規模地震との複合災害時
などで避難先１に避難でき
ない場合

浜松市 長野県
（松本地域、北安曇地域、
長野地域、北信地域）※

※協議先の地域などについては、今後変更される場合があります。

県内避難先および協議をしている県・市町村

OMAEZAKI 10



照　会　こども未来課　☎０５３７�１１２３

申し込み・照会　健康づくり課　☎０５３７�１１２３

　私たちの２人に１人ががんになり、３人に１人ががんにより亡くなっています。定期的に検査をするこ
とで、早期発見・早期治療ができます。この機会にぜひ検診を受けましょう。
　検診の確認・申し込みは、お気軽にお電話ください。

　母子健康手帳アプリとは、母子健康手帳の内容を電子化した、スマートフォン・ＰＣ向けのアプリで
す。母子健康手帳と併せて、お母さんの健康状態やお子さんの成長過程を画像などと一緒にスマートフォ
ン・ＰＣで管理できます。

平成29年４月より御前崎市版
母子健康手帳アプリがスタート！！

受けましょう！！市のがん検診

検診の種類 対象者
（平成29年４月１日現在の年齢） 自己負担金 検診日程

浜岡地区 御前崎地区
胸部

(結核・肺がん ) 40歳以上 無料
(喀
かく
痰
たん
検査500円) ６月

総合がん検診�
７月・９月�

（うち10日間）

胃がん 35歳以上 1,000円 10月～11月大腸がん 40歳以上 500円
乳がん 40歳以上の女性

(偶数年齢 )
1,500円 ５月～９月子宮頸（けい）がん 1,000円

肝炎ウイルス検査 39歳以上の未検査者 1,000円 ７月前立腺がん 50歳以上の男性 1,000円
乳がん 20～38歳の女性

(偶数年齢 )
1,500円 11月～２月 11月～２月（※１）子宮頸（けい）がん 1,000円

※１　36歳以上の人は、７月・９月の総合がん検診での受診となります。

・お子さんの記録を写真と一緒にスマート
フォンで管理することで、お子さんの成長
をいつでもどこでも見られます！
・市からの子育てに関するお知らせをスマー
トフォンで受け取ることができます。
・情報をサーバーで管理するため、災害など
で母子手帳を紛失しても記録が残ります。

特徴 App Store Google Play

※どの通信会社のスマートフォンでも利用できます。（基本無料：別途パケット通信料がかかります）
※「母子健康手帳アプリ」は、マタニティマークの普及など、妊婦とその家族の支援に取り組む「ＮＰＯ法人
ひまわりの会」と「株式会社ＮＴＴドコモ」が協同し開発したものです。

App Store / Google Play ストア
で今すぐダウンロード！！

（健康づくり課内）
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やました　ようこ（塩原・71）
英和学院大学卒。大学では日本古典文
学ゼミに所属。山歩きや着付けの習い
事も始めるなど、興味を持ったことに
は積極的に挑戦する。

71
歳
で
大
学
を
卒
業

　
平
成
29
年
３
月
、
静
岡
英
和
学

院
大
学
を
卒
業
し
た
山
下
洋
子
さ

ん
。
山
下
さ
ん
は
60
歳
代
に
な
っ

て
か
ら
長
年
の
夢
で
あ
る
大
学
進

学
を
果
た
し
た
女
性
だ
。「
私
が
中

学
生
だ
っ
た
頃
、
高
校
に
進
学
す

る
人
は
ク
ラ
ス
の
半
分
ほ
ど
だ
っ

た
。
本
当
は
進
学
し
た
か
っ
た
が

就
職
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
」
と
当

時
を
振
り
返
る
。

　

就
職
し
、
い
つ
し
か
夢
を
諦
め

て
い
た
山
下
さ
ん
。
そ
れ
で
も
国
語

や
英
語
の
辞
書
を
普
段
か
ら
持
ち

歩
き
、
知
ら
な
い
言
葉
を
見
掛
け

る
た
び
に
辞
書
を
引
く
な
ど
勉
強

へ
の
意
欲
は
消
え
て
い
な
か
っ
た
。

　
山
下
さ
ん
が
再
び
進
学
を
目
指

す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
長

男
の
大
学
進
学
だ
っ
た
。「
私
の
夢

は
や
っ
ぱ
り
大
学
へ
進
学
し
勉
強

す
る
こ
と
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
。
家
族
に
決
意
を
伝
え
応
援
し

て
も
ら
っ
た
」と
話
す
。

若
者
に
は
負
け
な
い

　
64
歳
で
定
時
制
の
高
校
に
通
い

始
め
、
67
歳
で
つ
い
に
大
学
へ
入

学
し
た
。
そ
こ
か
ら
の
４
年
間
は

努
力
に
努
力
を
重
ね
た
。「
記
憶
力

や
体
力
は
ど
う
し
て
も
若
い
人
に

は
か
な
わ
な
い
。
こ
ん
な
に
や
っ

て
い
る
の
に
何
で
覚
え
ら
れ
な
い

ん
だ
ろ
う
と
悔
し
か
っ
た
。
負
け

た
く
な
い
一
心
で
、
と
に
か
く
人

の
何
倍
も
勉
強
し
た
」
と
負
け
ず

嫌
い
な
一
面
も
見
せ
た
。

　
山
下
さ
ん
が
特
に
力
を
入
れ
て

学
ん
だ
も
の
が
日
本
古
典
文
学

だ
。「
的
確
な
表
現
が
で
き
る
こ
と

や
言
葉
の
美
し
さ
が
魅
力
だ
と
感

じ
る
。
学
び
進
め
る
ほ
ど
難
し
く

底
が
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
だ
か

ら
こ
そ
も
っ
と
学
び
た
く
な
る
」

と
魅
力
を
語
る
。

ま
だ
ま
だ
学
び
足
り
な
い

　
「
大
学
で
は
本
当
に
勉
強
漬
け

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
園
芸
な
ど

の
趣
味
に
も
時
間
を
充
て
た
い
。

学
童
保
育
に
携
わ
っ
た
り
補
助
教

員
と
し
て
働
い
た
り
、
今
度
は
教

え
る
立
場
に
も
な
っ
て
み
た
い
。

た
だ
反
面
、
ま
だ
ま
だ
学
び
足
り

な
い
と
も
思
っ
て
い
る
。
一
番
の

目
標
は
75
歳
ま
で
に
大
学
院
に
行

く
こ
と
。
今
は
大
学
院
の
勉
強
に

つ
い
て
い
け
る
よ
う
、
も
っ
と
知

識
を
増
や
し
た
い
」
と
山
下
さ
ん

は
未
来
図
を
描
く
。

　
年
齢
や
立
場
に
縛
ら
れ
ず
学
び

続
け
る
山
下
さ
ん
の
よ
う
に
、
何

歳
に
な
っ
て
も
夢
を
追
い
続
け
て

生
き
生
き
と
活
動
す
る
人
が
増
え

る
こ
と
を
願
う
。

山
や ま

下
し た

 洋
よ う

子
こ

 さん

たゆまぬ努力でかなえる
　　　　　　数十年越しの夢
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①紙投票
② WEB

投票
① +② 

一般投票
得票率

A 
一般投票 
（持ち点
400点）

B 
策定委員会 
（持ち点
600点）

A+B 
総合評価

備考

未来が広がる 
さきっぽ 御前崎 339 21 360 21.4% 86 438 524

海 GO! 風 GO! 食べてごう 
Oh! My ZAKI　御 前 崎 347 35 382 22.8% 91 470 561 決定

御前崎の遊人・楽人 
ゆるく とんがってごー 101 4 105 6.3% 26 316 342

輝く御前崎 
幸福な３K あります。 168 6 174 10.4% 41 336 377

地球がまあるく見える 
ミサキ ユメサク 御前崎 323 44 367 21.9% 87 434 521

太陽と大洋のまち 
ほっと OMAEZAKI 280 11 291 17.3% 69 402 471

計 1558 121 1679 400

市のブランドメッセー
ジ決まる！！

海 GO! 風 GO! 食べてごう
Oh! My ZAKI

〈審査結果〉

強い風と波はサーファーたちを魅了し、
浜岡砂丘の風紋やイモ切り干しなど

風情と恵みをもたらす。
「～してごらん」の方言「ごう」と「GO!」に

御前崎への誘いを込めて―――。

～ブランドメッセージコンセプト～

魅
力
が
詰
ま
っ
た
合
言
葉

　
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
計
画
策
定
委
員
会
が
３
月
22

日
、
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
市

民
ら
が
主
導
と
な
っ
て
考
え
た

市
の
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
6

案
を
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に

は
、
平
成
29
年
3
月
６
日
か
ら

17
日
ま
で
実
施
し
た
、
市
内
公

共
施
設
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
の
投
票
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
投
票
な
ど
の
結
果
も
報
告
さ

れ
、
策
定
委
員
ら
の
評
価
と
あ

わ
せ
て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
総
合
得
点
が
一
番
高

か
っ
た「
海
Ｇ
Ｏ
！
風
Ｇ
Ｏ
！

食
べ
て
ご
う 

Ｏ
ｈ
！
Ｍ
ｙ 

Ｚ

Ａ
Ｋ
Ｉ
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
市
は
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
る

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
化
を
実
施

し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
に
役

立
て
て
い
き
ま
す
。
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人　口 33,227（－100）
男　 16,845 （－35）
女　 16,382 （－65）
世帯数 11,956 （＋21）

（平成29年３月末日現在の速報値）

　新野左馬助公顕彰会と市茶
手揉み保存会は３月25日、４
月に執り行われる新野左馬助
公献茶祭で献上するお茶を新
野地区の茶園で手摘みし、収
穫した茶葉を手もみしまし
た。同顕彰会と同保存会の会
員ら約30人が参加し、丁寧
に摘み取った茶葉を、丹精こ
めて仕上げていきました。

　最近は吹く風も暖かくな
り、春を感じるようになりま
した。春は出会いと別れの季
節。皆さんはどんな良い出会
い、名残惜しい別れがありま
したか？人との出会いは一期
一会。私が大切にしている言
葉です。出会いは多くの気づ
きを与え、自分を成長させて
くれます。･･･ と、そんな時
期にインフル感染。多くの機
会を逃し、さらには職場に迷
惑掛ける年度末でした。心機
一転、本年度も多くの出会い
に期待してがんばりますので
よろしくお願いします。� T

電柱上にカラスの巣 
を見つけたら連絡を
　春になると、カラスが電柱に巣
を作ります。巣の中には針金など
の金属も入っており「停電」の原因
となります。
　電柱の上にカラスの巣を発見し
たら、照会先までご連絡ください。
照　会　中部電力（株）掛川営業所
　☎０１２０（９８５）２３２

募　集 
invite information

平成29年度 
奨学生募集案内
　市内在住で、平成30年４月に４
年制大学への進学を考え、奨学金
の貸与を希望する人を募集します。
申込締切　５月26日㈮
申込資格　両親の平成26～28年の

平均所得が６５０万円以下で、
学業成績の平均値（５段階評価）
が３．５以上。同居の世帯員に
市税などの未納がないこと。

募集人数　20人程度
奨学金　月額５万円（無利子）
申込方法　在学校の奨学金窓口を

通して申請してください。
照　会　教育総務課
　☎０５４８�１１２８

静岡県農業振興基金協
会助成事業の募集
　平成29年度の助成事業を募集し
ています。
助成対象　農業者などのグループ

が実施する農業生産技術の改善
や新商品開発、販売促進、地域
づくり活動などの事業で、平成
29年４月１日 か ら 平 成30年３
月31日までに実施されたもの

助成額　事業費の２分の１以内

申請方法　５月上旬までに以下の
申込先に、申請の意向を連絡し
てください。

※詳細はお問い合わせください。
申込・照会　公益社団法人静岡県

農業振興基金協会
　☎０５４（２８４）９５４５

「わかふじスポーツ大
会」の申し込みについて
　８月から10月にかけて第18回静
岡県障害者スポーツ大会「わかふ
じスポーツ大会」が開催されます。
申込先　個人競技：市福祉課
団体競技：公益財団法人静岡県障

害者スポーツ協会
申込締切　５月８日㈪
申込・照会　公益財団法人静岡県

障害者スポーツ協会
　☎０５４（２２１）００６２
　福祉課　☎０５３７�１１２１

おわびと訂正
広報おまえざき３月号で誤りがあり
ましたので、おわびして訂正します。
P.３　市役所の行政組織が変わり

ます　各部署の主な業務内容を
紹介します

①危機管理課　主な業務
　誤 / 防災、防犯、消防、交通安
　　　全、危機管理
　正 / 防災、防犯、交通安全、危
　　　機管理
②上下水道課　移動後の受付窓口
　誤 / 西フロア
　正 / 東フロア
③こども未来課　主な業務
　幼保こども園業務は５月２日ま

で教育会館で受け付けます。
④管理課　現在の受付窓口
　誤 / 本館３階
　正 / 本館１階
⑤議会事務局　主な業務
　誤 / 誓願
　正 / 請願
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お知らせ 
information

「暮らしの便利帳」への
広告掲載協力のお願い
　市では、株式会社サイネックス
と協働し、御前崎市「暮らしの便
利帳」を発行しています。内容は、
行政情報のほかに生活に関する民
間情報も掲載し、Ａ４判カラー刷
り１００ページ前後の冊子とな
り、平成29年９月に市内の全戸
に配布する予定です。
　つきましては、「株式会社サイネ
ックス」の担当者が、官民協働事
業従事者証を携えて、４月から６
月の間に、広告掲載のご案内に伺
います。ご理解よろしくお願いし
ます。
照　会　総務課
　☎０５３７�１１３２

ＮＥＴ１１９- 緊急通報
システムについて
　ＮＥＴ１１９- 緊急通報システ
ムは、聴覚や発話に障がいのある
人のためのシステムです。携帯電
話・スマートフォンを使い、素早
く１１９番に通報することができ
ます。ご利用には、事前の登録が
必要です。
※詳細はお問い合わせください。
照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１
　ＦＡＸ０５３７�１１４４

扶助費の申請期間は 
５月１日から31日まで
　平成29年４月１日時点で以下
の要件に該当する人に、扶助費を
支給します。
支給要件
①身体障害者手帳１・２級、療育

手帳、精神保健福祉手帳１・２
級のいずれかをお持ちの人で、
世帯合計所得額６００万円以下
の人

②70歳以上のひとり暮らしの人で、
収入金額１５０万円以下の人

③寝たきり者や認知症の人を６カ月
以上常に家庭で介護している人

申請方法　申請書を地区担当民生
委員へ提出してください。

照　会　福祉課
　☎０５３７�１１２１

まちづくり活動への支
援補助金を増額します
　市では、市民の皆さんが、日々
の生活の中で培ったアイデアや技
能などを最大限に発揮し、御前崎
市が元気なまちとなるよう、まち
づくりや人づくりなどに自発的に
取り組んでいる活動団体へ補助金
を交付しています。
　平成29年４月１日より、補助
額を以下のとおり増額しました。
ぜひ、この制度をご活用ください。
補助額　①手作り施設整備活動

30万以内→50万円以内　②手
作り施設整備活動【フォローア
ップ型】　15万円以内→25万円
以内

照　会　企画政策課
　☎０５３７�１１６１

結婚新生活支援補助金
が始まりました
　市では、結婚に伴いアパートな
ど市内の新たな住居へお住まいに
なるご夫婦の新生活を応援します。
対象世帯　平成29年４月１日から

平成30年３月31日までの間に婚
姻届を提出し、受理されたご夫婦。

条件　
・ 夫 婦 の 年 間 所 得 の 合 計 が

３４０万円未満であること。

・対象となる住居が市内にあり、
夫婦の双方または一方の住所が
当該住居の住所であること。

・他の公的制度による家賃補助を
受けていないこと。

補助金額　平成29年１月１日か
ら平成30年３月31日までの間
に結婚に伴い要した住居費と引
っ越し費用の合計額を対象に
25万円を上限として補助。

※詳細はお問い合わせください。
照　会　企画政策課
　☎０５３７�１１６１

大河ドラマ『おんな城主
直虎』ダイジェスト展
　ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 
直虎」ダイジェスト展（主催：ＮＨ
Ｋ静岡放送局・ＮＨＫ名古屋放送
局）を開催します。
　出演者のポスターやサイン、衣
装、小道具などを展示しますので、
この機会にぜひご覧ください。
期　間　４月８日㈯～27日㈭
　　　　【月曜日休館】
時　間　10時～16時
会　場　新野左馬助公展示館
　　　　( 御前崎市新野１６５０)
入場料　無料
照　会　社会教育課
　☎０５４８�１１２９

子ども・子育ての悩み 
一人で悩まず１１０番
　電話相談「子ども・家庭１１０
番」では、お子さんや子育てに関
する悩みを一緒に考えます。内容
についての秘密は固く守り、匿名
での相談も受け付けます。
相談時間　平日：９時～20時
　　　　　土日：９時～17時
※祝日、年末年始はお休みです。
照　会　子ども・家庭110番（西部地区）
　☎０５３（４５８）４１５２

15 OMAEZAKI



普段の食事に

“野菜プラス 1
皿”

2017.4
N

o.156

４

ニンジンしりし
り

1ニンジンは皮をむき、斜め薄切り
にしてから、細切りにする。

2フライパンを熱し、ツナ缶の油を
入れ、ニンジンを炒める。

3ニンジンがしんなりしたら、ツナ
を入れて炒める。

4しょうゆとみりん、かつお節を加
えて軽く混ぜ、最後に溶き卵を加
え、炒める。▶１人分=105kcal

ニンジン�� �１本
ツナ缶�� �１缶
卵�� �１個
しょうゆ�� �小さじ１
みりん�� �小さじ１
かつお節�� �適量

材料（４人分）

塚
つか

本
もと

咲
み ら ん

藍ちゃん１歳（桜ヶ池）
森
もり

明
あ す か
日花ちゃん１歳（合戸）

森
もり

 岳
が く と

登くん３歳
（合戸）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

放
送
さ
れ
る
よ
！

かわいいな～！
みんなすくすく元気に
大きくなってね！

かわいい笑顔を募集します。
対象：６月生まれの１歳～３
歳児で、本コーナーへ掲載さ
れたことのない子
申込期間：５月８日㈪、９日
㈫の２日間、８時15分～17時
（最大８枠。先着順）
◆申込先：市役所総務課
  ☎０５３７�１１３２
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